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器０１ 手術台及び治療台 

一般医療機器  手術台アクセサリー  （70469000） 

ベースユニットアタッチメント 
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＊＊ 
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【警告】 
患者の任意の体位を確保するためにアクセサリーで支持する

ときは常に患者の状態を監視すること。[長時間の体位保持は

神経麻痺や褥瘡の原因になります。] 

 

【禁忌・禁止】 
＜併用医療機器＞ 
１． 弊社製手術台以外では使用しないこと。 
[他社製手術台での使用可能は確認していません。] 

２． 弊社指定の併用機器以外では使用しないこと。 
[他機器での使用可能は確認していません。] 

＜使用方法＞ 

レール固定部の空締め禁止。[変形の原因となります。] 

【形状・構造及び原理等】 

１．外観図 
  Ａ 

 

 

Ｂ 

 

 

 
①-1、②-1 ボディ 
①-2、②-2 スライドバー 

①-3、②-3 クランプノブ 

①-4、②-4 ベース固定ノブ 

 
記号 商品コード 商品名 

Ａ 18-075-01 
サイドレールベースユニットアタッチメント 

φ12.5mm タイプ 

Ｂ 18-075-02 
サイドレールベースユニットアタッチメント 

φ20mm タイプ 

２． 質量 
2.9 ㎏ 

３． 原材料 
部品番号 部品名 原材料 

①-1、②-1 

①-2、②-2 

ボディ 

スライドバー 
アルミニウム合金 

①-3、②-3 

①-4、②-4 

クランプノブ 

ベース固定ノブ 
ステンレス鋼、樹脂 

【使用目的又は効果】 
手術台に付属するアクセサリーをいう。 

【使用方法等】 

１．指定併用機器 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ:18-075-01 

サイドレールベースユニットアタッチメント φ12.5mm タイプ 

（1） 弊社製 手術台 

（2） 
製造販売届出番号：13B1X00306N10025 

販売名：延長レール 

（3） 

製造販売届出番号：13B1X00306G00383 

販売名：多目的ヘッドフレーム 

商品コード：07-952-00 

商品名：M式頭部支持器（頭受アーム） 

（4） 

製造販売届出番号：13B1X00306G00388 

販売名：X線透過多目的ヘッドフレーム 

商品コード：07-952-01 

商品名：ヘッドアームベース 

（5） 

製造販売届出番号：13B1X00306G10896 

販売名：多目的ヘッドフレームⅡ 

商品コード：07-952-03 

商品名：フレキシブルヘッドアームベースⅡ 

（6） 

製造販売届出番号：13B1X00306G11200 

販売名：EZ スカルクランプ システム 

商品コード：82-001-01 

商品名：EZ ベースユニット 

Ｂ:18-075-02 

サイドレールベースユニットアタッチメント φ20mm タイプ 

（1） 弊社製 手術台 

（2） 
製造販売届出番号：13B1X00306N10025 

販売名：延長レール 

（3） 

製造販売届出番号：13B1X00306G00383 

販売名：多目的ヘッドフレーム 

商品コード：07-952-05 

商品名：テーブルアタッチメント 2080 用 

（4） 

製造販売届出番号：13B1X00306G00388 

販売名：X線透過多目的ヘッドフレーム 

商品コード：07-952-07 

商品名：ヘッドアームベース 2080 用 

スライド 

①-3 

スライド幅 

545ｍｍ～620ｍｍ 

①-3 
①-1 

①-2 

①-4 

スライド 

②-3 

スライド幅 

545ｍｍ～620ｍｍ 

②-3 
②-1 

②-2 

②-4 

＊＊ 
 ＊ 
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２．手術台への取り付け方法 
2-1 手術台の頭部板を取り外します。 

2-2 ベースユニットアタッチメント本体のボディをスライドさ

せて手術台両端のサイドレール幅に合わせて調節し取り付

けます。この時、取り付け向きが間違っている場合ベース

ユニットが取り付けられないことがありますので正しい取

り付け向きの図を参照しスライドバーの平坦な面が頭側に

なるよう取り付けてください。 

※必要に応じて延長レールを手術台サイドレールに取り付け

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 クランプノブを締め込み、確実に固定します。 

 ※下記のいずれかの状態であることを確認してください。 

  ・ボディの取り付け確認線と手術台サイドレール(又は延長

レール)の上面が一致している。 

    ・ボディの取り付け確認線と手術台サイドレール(又は延長

レール)の上面との隙間が両面で均等になっている。 

 

  

 

３．各種ベースユニットの取り付け方法 
3-1 スライドバーの接続孔に各種ベースユニットを取り付けま

す。 

3-2 ベース固定ノブを締め込み、各種ベースユニットを固定し

ます。 

3-3 ベースユニットの使用方法に従って構成部品等を取りつけ

ます。 

 ※ベースユニットの詳細な使用方法は、ベースユニットの取

扱説明書を参照してください。 

【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

(1)締結部の固定は必ず確認してください。ゆるんだ状態では機

器が外れたり、動いたりして患者に傷害が起きるおそれがあ

ります。 

(2)ベースユニットは､各種ベースユニットの取扱説明書に従っ

て使用してください。 
(3)手術台を作動するときは他の手術台アクセサリーやテーブ

ルトップ、床及びその他周辺機器との接触・干渉に注意して

ください。 

２．その他の注意事項 
手術台に装着する際には、手術台の頭部板を外してから取り付

けてください。手術台付属の頭部板との併用はできません。 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

本品は高温・高湿を避け、温度や湿度が極端に変化しない場所

に保管してください。振動、衝撃（運搬時を含む）等を与えな

いように注意してください。 

２．耐用期間 

適切な保守点検及び適切な保管をした場合：５年 

［自己認証（自社データ）による］ 

注: 耐用期間内であっても、使用状況又は使用頻度により、突

発的な故障、部品の著しい消耗・劣化・破損等を生じた場

合は該当部品の交換が必要です。 

【保守・点検に係る事項】 
＜使用者による保守点検事項＞ 

１．使用前・使用後の点検 

使用前・使用後に「破損箇所がないこと」を確認してください。 

２．清掃・消毒 

血液・薬剤・汚染等の汚れを水で拭き取り、消毒液を浸したガ

ーゼ等で清拭してください。なお、消毒液は弊社製手術台にて

確認済みの消毒液と同一のものをご使用ください。確認済みの

消毒液については手術台の取扱説明書をご参照ください。 

３．故障時のお願い 

本品が故障したと思われるときは、本品に「故障」・「使用禁

止」・「修理必要」等の適切な表示をし、ご購入店又は弊社に連

絡してください。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者 
ミズホ株式会社 
ＴＥＬ ０３－３８１５－３０９７ 

製造業者 
ミズホ株式会社 五泉工場 

 
 
 
保証期間に係る事項 

本品は納品/設置してから１年間を保証期間として無償修理いた

します。但し第三者が修理した場合、天災による破損、不適切な

使用、あるいは故意による破損は除きます。その他保証条件は弊

社規定に依ります。 

 

取り付け確認線 

手術台サイドレール 

(又は延長レール) 

＊ 
 

正しい取り付け向き 誤った取り付け向き 

＊＊ 
 


